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あらまし 学習者の学習効果を向上させるためには，アクティブラーニングの要素を多く取り入れることが効果

的であるとされている．アメリカ国立訓練研究所によるラーニングピラミッドは，一方的な講義を聞く授業形態

と，アクティブラーニングの要素を強めた授業形態の学習内容定着率を比較し，効果的な学習形態を明らかにし

ている 反転授業は，教室における講義と家庭学習を反転させる授業形態であり，学習効果の向上が期待されて

いる そこで本研究は，高等専門学校専攻科における専門科目の反転授業教材の開発，および授業実践について

報告する．
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はじめに

学校現場では，１人の教師が学習者を一斉に指導

する指導法が一般的である．一斉指導では，学習者は

教師の授業進行のペースで学習しており，学習者個々

人のペースで学習することが少ない．教師が一方的

な講義形式で知識を学習者に教えた場合，その知識

の定着率が悪いことが，米国 （

）による「ラーニングピラミッド」によ

り明らかにされている ．

ラーニングピラミッドは，異なる学習形態での知識

の定着率を比較したものであるが，グループディス

カッション，体験学習，協同学習などの授業に，能動

的に関わる割合が増えると，知識の定着率が向上す

ることを示すものである．

近年，アクティブラーニングを講義に採用する教師

が増加傾向にある．アクティブラーニングとは，教師

による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学習者

の能動的な学習への参加を取り入れた教授・学習法の

総称である ．発見学習，問題解決学習，体験学習，

調査学習等が含まれ，教室内でのグループディスカッ

ション，ディベート，グループ・ワークは，アクティ

ブラーニングに有効な方法である．

アクティブラーニングを取り入れた授業形態とし

ては，質問を書かせたり，理解度を確認したり，小テ

ストなどを行ったりする学生参加型のものがある．ま

た，協調学習や協同学習を採用した課題解決学習，課

題探求学習，問題解決学習，問題発見学習の授業形態

および がアクティブラーニングに採用されてい

る ．

年頃から反転授業とよばれる授業形態が導入

された．反転授業は，タブレット端末やデジタル教

材，インターネット環境など情報通信技術の普及に伴

い，講座の典型的な講義と，宿題の要素が入れ替えら

れた教育学的モデルである．反転授業のアイデアは

年頃から提案されており， 年にサルマン・

カーン氏が教材ビデオを作り， に掲載し注目

を集めた．このことが発端となり，同氏は，数学や物

理などのさまざまな分野にわたるビデオ教材を無料

で公開するカーン・アカデミー（ ）を

開設している ．

反転授業では，教室での授業の前に自宅で短いビ

デオ講義を見ることができるので 学習者は，自分の

ペースで学習を進めることができる．そして，授業時

間中には，実習や，研究課題または議論を行う．ビデ

オ講義は，反転授業の重要な要素であり，教師によっ

て作成されオンラインで掲示されたり，オンライン上

の保管場所から選んだりすることができる．

ビデオ講義は，インターネットにアクセスして至る

所で容易に見ることができるので，反転授業はビデオ

講義と結び付けて考えられている．反転授業の特徴

は，教室での授業時間を，学生が講義内容について尋

ねたり，彼らの知識を適用する能力をテストしたり，

実際の活動において，お互いの相互作用を可能にす

るワークショップに変えることができることにある．

多くの高等教育機関では，反転授業が講義に導入

されようとしている．一例として，英語音声の読み

上げ，単語の語訳表示，さらに確認用テストの付加機

能を埋め込めるような英語教材用デジタルブックが，

開発されている ．高等専門学校における反転授業

の導入例として，第 学年（高等学校 年生に相当）

の英語授業における実践報告がある ．その報告に

よると，反転授業を導入するために，予習用教材の作

成において，音声データの扱い，文字フォントとサイ

ズ，教材の長さ，公開方法，および教材公開と対面授

業の割合の 点を特に工夫したとのことである．

そこで，本研究では，工業高等専門学校専攻科の専

門科目，応用通信工学に関する反転授業教材の開発，

および授業実践について報告する．

G2-3 

― 143 ―



図 講義ビデオ

反転授業教材の開発

本研究では，高等専門学校，専攻科，電気電子シス

テム工学コースで開設している応用通信工学の反転

授業教材を開発する．同科目の授業目的は，移動体通

信に必要なアンテナと電波伝搬の基礎概念，特にアン

テナの構造と特性について学習し，アンテナの設計・

製作を行うものである．

動画作成ツールには，スクリーン上の動画キャプ

チャソフト， 画面上の動きを音声・動画つきで録

画できるソフト，および動画編集ソフトなどが挙げら

れる．また，作成したコンテンツをアップロードする

サーバーと，オンライン・ディスカッションのための

電子掲示板も必要となる．

本研究では， ，マ

イク，およびパーソナルコンピューターを用いて，講

義内容のプレゼンテーションを， ファイル形式

の動画として作成する．動画ファイルの不要部分の

削除や，音声挿入などの編集は， ムービー

メーカーを用いる．動画ファイルの公開は，学内で用

いられている 環境を利用する．学内

環境では，アップロード可能なファイル容量に制約が

あるので，動画ファイルは にアップロー

ドし，その と教科担当者のコメントを

にアップロードする．

実験

図 は，作成したビデオ講義を示す．ファイル容量

は， で，視聴時間は約 分である．ビデオ講義

は，学生の管理下におくことができるので，彼らは必

要に応じて見たり，巻き戻したり，早送りすることが

できる．

表 は，教室での講義中に配布する課題を示す 教

室での授業の進め方は，まず，学習者が事前に講義ビ

デオを視聴したか否かを確認するために，視聴内容

を簡単に書かせる．次に，表 に示した英文の最良な

表 課題プリント

１． にアップロードされた動画の内容を書きなさい。

２．以下の文章の日本語訳を書きなさい。

３．１．に記された条件で、アンテナを設計しなさい。

４．自作するアンテナについて議論し、アンテナ設計ソフトを用

いて各自が自作するアンテナのエレメントの長さ、および指向性

を求めなさい。

日本語訳ができるように，グループで協同学習させ

る．講義ビデオには英語の音声が含まれているので，

学習者は，教室での講義以前に英語の発音練習をす

ることができる．さらに，表 に示した英文は，アン

テナ設計に関する問題なので，学習者は問題文の制

約条件に基づきアンテナを設計する．

最後に，表 に示した４番目の課題を，学習者同

士の相互作用により取組むことになる．学習者が課

題を行っている間，教師は，より協同的で協力的に貢

献するために，教室の前に立つことをやめ，机間巡視

を行い学習者個々人からの質問に答えたり，アドバイ

スを行ったり，教師から質問するなど，学習者の学習

効果の向上に努める．

おわりに

本研究は，工業高等専門学校専攻科における専門

科目，応用通信工学の反転授業教材の開発と授業実

践に関する報告を行った．反転授業を導入した結果，

教室での活動は学習者主導となり，学習者間のコミュ

ニケーションは，実践的作業を通しての学習に充てら

れる授業時間の決定に影響を与える原動力になり得

ることがわかった．
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